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(百万円未満切捨て)

１．2022年７月期第１四半期の業績（2021年８月１日～2021年10月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第１四半期 1,666 － 196 － 195 － 128 －

2021年７月期第１四半期 － － － － － － － －
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第１四半期 15.56 14.83

2021年７月期第１四半期 － －
　

(注)１．2021年７月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2021年７月期第１四半期の
数値および2022年７月期第１四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第１四半期 3,708 2,198 59.3

2021年７月期 3,911 2,060 52.7
(参考) 自己資本 2022年７月期第１四半期 2,198百万円 2021年７月期 2,060百万円

　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年７月期 －

2022年７月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　　

３．2022年７月期の業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期
(累計)

3,378 35.3 241 7.5 239 8.0 154 1.2 18.71

通期 7,300 32.6 512 5.7 508 11.9 328 11.3 39.71

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注)詳細は、添付書類P.７「２．四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(四半期財務
諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料P.７「２．四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(会計方針の
変更)」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年７月期１Ｑ 8,262,200株 2021年７月期 8,153,000株

② 期末自己株式数 2022年７月期１Ｑ －株 2021年７月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期１Ｑ 8,228,158株 2021年７月期１Ｑ 7,133,000株

(注)当社は、2021年４月30日付で普通株式１株につき700株の割合で株式分割を行っております。2020
年７月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期中平均株式数を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料Ｐ.３「１．
当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（決算補足資料の入手方法について）
　当社は、2021年12月13日（月）に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用
する決算説明資料については、日本取引所グループウェブサイト上の「適時開示情報閲覧サービス」及び当社ホー
ムページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間における我が国の経済は、米中の貿易摩擦、近隣諸国における地政学的リスク、そし

て何より、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）による経済への大きな影響により、国内景気は依然不透明

感が拭えない状況にあります。新型コロナウイルス感染症につきまして、我が国では緊急事態宣言が度々発出

される等、今後の収束時期を正確に予測することは困難な状況にありますが、ワクチン接種の全国的な進展等、

社会的な対応が進んでおります。

　一方で、個人の働き方は多様化し、人生100年時代におけるシニア世代の働き方、女性の活躍推進、日本国政

府の掲げる働き方改革、企業を取り巻く終身雇用の崩壊等により、多様な働き方を望む個人が増加しており、

組織に依存しない働き方が広がっております。加えて、高度な技能を有するプロ人材は、高い専門性を磨き

「一社に雇用されるのではなく、専門性を活かし複数社で価値を発揮する」志向性を持った働き方が増加して

おります。

　企業も、少子高齢化による労働力の減少、地方中小企業の事業承継問題、大手企業のイノベーションのジレ

ンマ等、我が国の経済発展において多くの課題を抱えております。

　従来の企業と個人が「雇用」という形で繋がるというあり方では、これらの課題に対応することが困難な状

況になっております。「雇用」に縛られない多様な働き方を望む個人と、外部のプロ人材による経営改革を進

めたい企業が、時間や場所、組織の枠組み等の制限を超えて、協業できる仕組みが必要になっていくと考えら

れます。

　このような状況のもと、当社は、「世界中の経験・知見が循環する社会の創造」というビジョンを掲げ、

「プロシェアリング」事業を展開し、順調に業績を伸ばしております。当社主力サービスである「プロシェア

リングコンサルティング」サービスは、世の中の法人企業が抱える経営課題を外部プロ人材の力で解決支援す

るサービスであります。また、「FLEXY（フレキシー）」サービスは、企業のITに関する経営課題をDX（デジタ

ルトランスフォーメーション）によって解決支援するサービスであります。

　当第１四半期累計期間は、労働人口減少による人手不足や働き方改革に加え、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の影響から、オープンイノベーションによる経営改革やDXによる業務効率化を推進する企業が増

加する等、外部プロ人材活用の需要が堅調に推移致しました。

　「プロシェアリングコンサルティング」サービス、「FLEXY」サービスの当第１四半期累計期間における売上

高は、「平均月次稼働プロジェクト数×平均月次請求単価×３ヶ月」により算出されます。当第１四半期累計

期間は、過去の緊急事態宣言を経て当社登録のプロ人材による法人顧客へのWeb MTG等を用いたリモート支援が

定着しており、平均月次稼働プロジェクト数が1,121件となり、過去最高値に到達しました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高は1,666,738千円、利益面につきましては、プロシェア

リング事業の順調な拡大と社内の生産性向上施策の進展により、営業利益は196,525千円、経常利益は195,658

千円、四半期純利益は128,037千円となりました。なお、当社はプロシェアリング事業の単一セグメントである

ため、セグメント別の記載を省略しております。

　事業ごとの売上高は次の通りであります。また、当社は、前第１四半期累計期間については四半期財務諸表を

作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っておりません。

サービス別 当第１四半期累計期間(千円)

プロシェアリング

コンサルティングサービス
932,744

FLEXYサービス 684,541

その他 49,451

計 1,666,738
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（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産につきましては、前事業年度末と比較して205,764千円減少し、

3,491,442千円となりました。これは主に、法人税等や消費税の納付および賞与の支給により、現金及び預金が

235,196千円減少したこと等によるものです。

（固定資産）

　当第１四半期会計期間末における固定資産につきましては、前事業年度末と比較して3,706千円増加し、

217,553千円となりました。これは主に、本社の一部改装により有形固定資産が3,541千円増加したこと等によ

るものです。

（流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債につきましては、前事業年度末と比較して255,711千円減少し、

1,089,891千円となりました。これは主に、法人税等の納付により未払法人税等が140,590千円減少したこと、

消費税の納付により未払消費税等が41,194千円減少したこと、賞与の支給により賞与引当金が69,210千円減少

したこと等によるものです。

（固定負債）

　当第１四半期会計期間末における固定負債につきましては、前事業年度末と比較して84,741千円減少し、

420,113千円となりました。これは主に、１年内返済予定の長期借入金への振替により長期借入金が84,165千円

減少したこと等によるものです。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比較して138,394千円増加し、2,198,991千

円となりました。これは四半期純利益128,037千円を計上したことに加え、新株予約権の行使により、資本金が

5,178千円、資本準備金が5,178千円、それぞれ増加したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年７月期の業績予想は、2021年９月13日に公表いたしました業績予想と変更はありません。

　なお、当社は、2022年４月４日に予定されている株式会社東京証券取引所における市場区分の見直しに関して、

2021年11月17日開催の取締役会において、「グロース市場」の選択申請することを決議いたしておりますが、本

決議の2022年７月期の業績予想に与える影響は軽微と捉えております。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年７月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,998,360 2,763,163

売掛金 661,581 689,918

その他 42,487 39,452

貸倒引当金 △5,222 △1,091

流動資産合計 3,697,206 3,491,442

固定資産

有形固定資産 33,244 36,786

無形固定資産 56,654 57,311

投資その他の資産

その他 124,630 125,362

貸倒引当金 △681 △1,906

投資その他の資産合計 123,948 123,455

固定資産合計 213,847 217,553

資産合計 3,911,054 3,708,996
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年７月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 333,671 354,081

１年内返済予定の長期借入金 343,601 339,434

未払金 171,881 156,141

預り金 51,627 51,951

未払法人税等 208,210 67,619

未払消費税等 94,388 53,193

賞与引当金 98,146 28,936

その他 44,075 38,532

流動負債合計 1,345,602 1,089,891

固定負債

長期借入金 503,067 418,902

その他 1,788 1,211

固定負債合計 504,855 420,113

負債合計 1,850,457 1,510,004

純資産の部

株主資本

資本金 861,252 866,430

資本剰余金 849,526 854,704

利益剰余金 349,818 477,856

株主資本合計 2,060,596 2,198,991

純資産合計 2,060,596 2,198,991

負債純資産合計 3,911,054 3,708,996
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2021年８月１日
　至 2021年10月31日)

売上高 1,666,738

売上原価 967,252

売上総利益 699,486

販売費及び一般管理費 502,960

営業利益 196,525

営業外収益

受取利息 7

雑収入 98

営業外収益合計 105

営業外費用

支払利息 973

営業外費用合計 973

経常利益 195,658

税引前四半期純利益 195,658

法人税等 67,620

四半期純利益 128,037
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　なお、収益認識会計基準等の適用による損益に与える影響はありません。また、収益認識会計基準等の適用

については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに従っておりますが、利益剰余金

期首残高に与える影響はありません。

　さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第１四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　


